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 核融合プラズマの閉じ込め性能は乱流によ

って制限されていることがわかってきている。

次世代の高性能プラズマ閉じ込め実験装置と

して「乱流最適化配位創成」実験装置計画の検

討を進めている。最適な磁場配位の装置が完成

した暁には、実際に「乱流最適化」が図られた

かどうかを検証する必要がある。そのためには、

乱流を測定する揺動計測器は必須であり、特に、

種々のプラズマパラメータを同一地点で観測

することは、乱流物理を理解する上で重要であ

る。 
近年の計測技術の進展により、ミリ波を用い

た乱流計測装置を適用すれば、電子密度揺動・

電子温度揺動・磁場揺動・ポロイダル速度（径

電場）などの諸量を同一地点で計測することが

可能になっている。現在、計画している「乱流

最適化配位創成」実験装置への適用する場合に、

どのようなシステムで、どのような位置で測定

することが最も効果的であるか検討を進めて

いる。例えば、相関ECE計測による電子温度揺

動分布計測では、図1に示すように（トーラス内

側も含め）プラズマの半径方向のほぼ全領域を

観測することが可能であり、か

つ、ドップラー反射計(DBS)に
よる電子密度揺動計測・ポロイ

ダ ル 速 度計 測 および cross-
polarization scattering (CPS) に
よる磁場揺動計測をも同一ポ

ートに配置することが可能で

あると考えている。それぞれの

計測視線は、図2のようになり、

同一位置でのマルチパラメー

タ計測が可能となり、輸送を決

定づける各種パラメータ間の

相関などについても調べるこ

とができると期待される。 

 
図 2：計測視線の例。左：ECE, 右: DBS, CPS 

 
図 1：「乱流最適化配位創成」実験装置における特性周波数の半

径方向分布と、対応するミリ波計測器群の周波数バンドの例 
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